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2023年4月5日 

報道関係各位 

坂    戸    市 

大和ハウス工業株式会社 
 

埼玉県坂戸市と大和ハウス工業が 

「災害時等における一時避難施設としての使用に関する協定書」を締結 
 
埼玉県坂戸市（市長：石川 清）と大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、社長：芳井 敬一、以下「大和ハウ

ス工業」）は、本日（2023 年 4 月 5 日）、「災害時等における一時避難施設としての使用に関する協定書」を締結

しました。 

 
１．協定の目的 

   坂戸市では、地震、局地的な豪雨や台風による洪水や停電等の様々な災害への備えとして、これまでに他の

行政機関や事業者などと災害に関する協定の締結を行っています。 

そしてこのたび、坂戸市と大和ハウス工業は、地震等の災害発生時に、大型マルチテナント型物流施設※

「DPL 坂戸Ⅰ」「DPL 坂戸Ⅱ」「（仮称）DPL 坂戸B」（以下、「本施設」）内の共用部分を一時避難場所とし

て提供したり、自家用車で敷地内に避難できたりするよう、「災害時等における一時避難施設としての使用に

関する協定書」を締結しました。 

なお、坂戸市が物流施設を災害応急対策として使用する協定を締結するのは、当社が初めてとなります。 
※．複数の企業テナント様が入居できる物流施設。 

 

【内容】 

 （１）本施設内共用部分（カフェテリア・トイレ等）の一時避難場所としての提供 

    （本施設内の非常用発電機や太陽光発電システムに接続できる蓄電池を利用し、 

災害時に共用部分へ送電する予定） 

 （２）本施設敷地内を駐車場として提供 

 （３）本協定による支援として行うことが相当と認めたもの 
 

２．締結日 

   2023年4月5日（水）（※同日、坂戸市役所において締結式を開催しました） 

 

【締結式の様子】 

左側：坂戸市長 石川 清 右側：大和ハウス工業株式会社 執行役員 東京本店長 更科 雅俊 
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３．今後について 

   本施設内の備品庫を防災備蓄倉庫として使用できるよう協議を進めるなど、両者は今後もさらに連携を強

化し、地域の安全・安心の確保に努めてまいります。 

 

【物流施設「DPL坂戸Ⅰ」「DPL坂戸Ⅱ」「（仮称）DPL坂戸B」の概要】 

施 設 名 「DPL坂戸Ⅰ」 

 

「DPL坂戸Ⅱ」 

 

「（仮称）DPL坂戸B」 

 

所 在 地 
埼玉県坂戸市西インター一丁目

2-1、2-2、2-3 

埼玉県坂戸市西インター二丁目

2-1、2-2 

埼玉県坂戸市西インター一丁目

2-4 

敷地面積 88,565.00㎡（26,790.91坪） 48,356.80㎡（14,627.93坪） 28,075.44㎡（8,492.82坪） 

延床面積 178,711.33㎡（54,060.17坪） 92,638.99㎡（28,023.29坪） 71,358.41㎡（21,585.92坪） 

賃貸面積 153,333.02㎡（46,383.23坪） 75,631.84㎡（22,878.63坪） 61,853.75㎡（18,710.76坪） 

構造・規模 

プレキャスト・プレストコンク

リート造・耐火／免震構造・ 

地上4階建て 

鉄筋コンクリート造一部鉄骨

造・耐火／免震構造・地上 4 階

建て 

プレキャスト・プレストコンク

リート造一部鉄骨造・耐火／ 

免震構造・地上4階建て 

建 築 主 DTR1特定目的会社 DTR2特定目的会社 DTR3特定目的会社 

着 工 2017年12月 2021年7月 2022年9月 

竣 工 2020年3月 2023年1月 2024年2月（予定） 

 

【鳥瞰図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

 

 お問い合わせ先 

  坂戸市     総務部 防災安全課 防災防犯係  049（283）1331 

大和ハウス工業 広報企画部  東京広報グループ   03（5214）2112 

 

DPL 坂戸Ⅰ 

DPL 坂戸Ⅱ (仮称)DPL 坂戸B 

坂戸西ｽﾏｰﾄ IC 

(下り出入り口) 

(上り出入り口) (至高崎) 

(至鶴ヶ島) 

坂戸西ｽﾏｰﾄ IC 


